
ニーズ提供者の情報
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組織名 大阪府 環境農林水産部 環境管理室 環境保全課

属性

■地方自治体 ☐地方独立行政法人 ☐協同組合

☐非営利法人 ☐営利法人（企業） ☐国等機関の出先機関

☐その他（ ）



ニーズの概略
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解決したい課題の分野

☐水産（漁船漁業） ☐水産（養殖業） ☐インフラ管理

☐洋上風力発電 ■環境・海洋ごみ ■観光・教育

☐災害対策 ☐離島物流
☐その他
（ ）

得たい効果

■業務効率化 ■業務コスト低減 ☐危険業務回避

☐業務高度化 ■新規事業創出 ■精度向上

☐脱炭素等の環境対応
☐その他
（ ）

何をしたいか

■画像・動画撮影 ■計測・診断 ☐採捕・採取

■モニタリング ☐運搬 ■清掃

☐その他
（ ）



海の次世代モビリティを求める背景

＜藻場調査のニーズ＞

• 大阪湾の湾奥部（大阪市～貝塚市の沿岸）における藻場の繁茂状況（種類や被度等）を効率的に把握したい。
既存の広域調査データ（※環境省の衛星画像による調査（2015年・2022年））では、湾奥部には藻場が存在していないとされているが、実際に潜水等で現
地のスポット調査をすると藻場が存在していた。湾奥部は、港湾エリア、かつ、海水の透明度が低いため調査が難しい課題があり、このような場所におけ
る調査を広範囲・低コストで実施できるようになれば、ブルーカーボン生態系の取組みが促進される。

• 藻場の創出を「ブルーカーボン・クレジット 制度（Jブルークレジット®）」につなげるためには、精度の高い調査が必要である。
水中で、種類ごとに、どの程度の面積・被度で繁茂しているかを正確に観測する必要があり、本制度では、面積把握の正確性によってクレジット認定量が
減少する。

• 正確性の高い潜水士による調査では、人手やコスト面が問題になり、調査費用が高くなってしまう状況になる。

＜水質調査のニーズ＞

• 大阪湾の底質における貧酸素化が問題になっているが、スポット的なデータしかなく、主な要因が不明であり、有効な対策が明確になっていない。貧酸素
化が顕著な湾奥部の水質調査は船で試料を環境基準点（６カ所）で月1回採取しているが、広域を連続的に調査できていない。なお、府としては、現在、海
底部の泥を採集し、溶存酸素との関係の調査研究を実施している。

＜海洋ごみ調査・回収のニーズ＞

• 「2050年に大阪湾に流入する人の活動に伴うごみをゼロにすることをめざし、まずは2030年に現状からプラごみを半減することを目標として、海域や河川
におけるプラごみ量の流入量等の実態把握や回収の強化に取り組んでおり、新しい技術を活用した調査や回収の検討が課題となっている。現状、防災
用の河川カメラによる水面の画像データをAIを用いてプラごみを判別し、大阪湾への流入量を把握しているが、データが少なく確認に膨大な時間を要して
いる。

• 大阪湾全体の海底ごみの堆積状況に関する調査実績・知見がないため、実態を把握したい。

• 海に流出したプラごみは、港湾管理者が専用船で回収しているが、護岸周辺は回収できず人が立ち入ることも難しいため、多くのプラごみがたまっている。

＜その他のニーズ＞

• 生物多様性の保全に向けた海生生物の常時モニタリング調査について、海の次世代モビリティの活用ニーズがある。

• ROV等の海の次世代モビリティにより取得した海中画像・映像を遠隔地の学校等にリアルタイムで情報伝達し、環境教育や海洋保全の意識醸成のため
に活用したいというニーズがある。
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求める技術とスペック

＜藻場調査関係＞

• 港湾エリア、かつ、海水の透明度が低い（※夏季１m、冬季4m程度）特徴を持つ海（大阪湾奥部）において、藻場の繁茂状況とし
て、広範囲で藻場の種類ごとの面積や被度等を把握できる技術の有無について把握したい。

• 水中ドローンを活用した場合は、藻場面積を把握するために必要なドローンの位置情報（緯度経度）の把握が難しいという課題
があると認識している。この課題を、解決できるかどうか。

＜水質調査関係＞

• 船舶の航行が活発な港湾エリアの大阪湾奥部において、航行に影響を与えず、底層の溶存酸素量を連続かつ長期に、広範囲
で調査して要因を把握したいが、底層の水や汚泥を自動で採取できる無人潜水機は開発可能か。

＜海洋ごみ調査・回収関係＞

• 河川に流れるプラごみの量の把握や回収を可能な限り自動で効率的に実施できる方法があるか。
また、大阪湾に流入し海底に堆積したごみの量を可能な限り効率的に把握する方法があるか。

• 専用船では回収できない護岸周辺のプラごみを、ASV等を活用した遠隔操作で回収できないか。

＜その他のニーズ関係＞

• 学校の教室などから遠隔操作により海中体験ができることが可能かどうか、把握したい。
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